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はじめに
ゲンゴロウ Cybister japonicus Sharp, 1873（ナ

ミゲンゴロウ，タダゲンゴロウ，オオゲンゴロウ）
は，ゲンゴロウ科 Dytiscidae に含まれる本科最大
級の種であり，体長は 34 〜 42mm ほどにもなる
（森・北山，2002）．日本全土に分布しており，
古くから非常に人と馴染みの深い水生昆虫の一種
であったが（栗本，1811），近年はその数を急激
に減らしており，2012 年に環境省より公開された
レッドデータブックでは，それ以前の “準絶滅危惧
種（Near threatened, NT）” から “絶滅危惧 II 類
（Vulnerable, VU）” に格上げされるまでになって
いる（環境省自然環境局野生生物課，2012）．また，
北海道の発行する北海道レッドデータブックにおい
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ても “希少種（Rare, R）” として扱われているなど，
日本各地で保全が求められている（北海道庁環境保
全課，2001）．なお，北海道レッドデータブックに
おける “希少種（R）” は，環境省レッドデータブッ
クにおける “準絶滅危惧種（NT）” に相当する．

利尻島では，過去にもゲンゴロウ類の調査が行わ
れており，これまで 10 種のゲンゴロウ科のゲンゴ
ロウ類が採集されているが，ゲンゴロウが発見され
た記録はない（図 1；松井，1994；環境省自然環
境局生物多様性センター，2002）．

発見の経緯，および考察
筆者である森井と佐藤は，利尻島南部の湖沼にて

淡水産貝類相の調査を 2014 年 6 月 28 日に実施し
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た．その際，沼の堆積物から破損や退色がほとんど
見られない，比較的新鮮な大型ゲンゴロウ類の左上
翅 1 枚が見いだされた（図 3-C）．引き続き付近を

探索したところ，岸辺付近の枯死したイネ科類など
の間を泳ぐ大型ゲンゴロウ類 1 個体を確認し，採
集した（図 3-A，B）．本個体は，腹面の黒色と黄

図 1. 北海道内におけるゲンゴロウの分布．黒丸，主な既知の
産地（釧路昆虫同好会，1986；大川，2000，2003；環境省
自然環境局生物多様性センター，2002；齋藤，2013；保田，
2014）；白丸，本研究での新産地．

図 2．ゲンゴロウの採集地（利尻島南部の湖沼群）．

図 3．採集されたゲンゴロウ（雌）；A，背面；B，腹面．C．水中の堆積物中から発見されたゲンゴロウ（雄）の上翅．
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色の色彩パターンがゲンゴロウのそれと一致してい
たほか（図 3B；森・北山，2002），上翅のみの個
体とともに，上翅側面の黄色の縁取りが肩部を除き
側縁に達しないこと，翅の後端に向かって徐々に細
くなることから，これら発見された大型ゲンゴロウ
類 2 個体はいずれもゲンゴロウと同定された（図
3-A, C；森・北山，2002）．ゲンゴロウの雌では上
翅にしわ（縮刻）が現れることから，生きたまま採
集された個体は雌，上翅のみ発見された個体は雄で
あると判断した（森・北山，2002）．

同産地において，複数の個体が発見されたことか
ら，利尻島内にゲンゴロウが生息している可能性は
高い．一方で，ゲンゴロウは，日本だけでなく，朝
鮮半島，台湾，中国，シベリアなどにも広く分布し
ており（森・北山，2002），高い移動能力を持つこ
とが予想される．利尻島の対岸にあたるサロベツ原
野においてもゲンゴロウが生息することが確認され
ていることから（図 1；環境省自然環境局生物多様
性センター，2002），今回採集された個体は，サロ
ベツ原野からの飛来個体である可能性もあり，利尻
島に本種が定着しているのかどうかを現時点で判断
することはできない．さらなる調査が必要である．
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